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つながる世界 つなぐ未来 

４月８日（月）の始業式・入学式から始まった令和６年度も、１か月が過ぎました。この間、生徒たち

が浦河高校の新たな歴史を創り上げていくために取り組んだ行事をご紹介します。 

４月 17 日（水）～19 日（金）の３日間、１年次生が国立日高青少年自然の家で宿泊研修を行いました。 

毎年、有意義な高校生活を送るための集団づくりと豊かな感性を育むことを目的に実施しているもので、今

年度も新入生 84 人を対象に２泊３日の研修を行いました。 

１日目は、頭と体を使って話し合いを進めながら、

仲間と協力して課題をクリアするという活動を通し

て、クラス内での絆を深めました。また、野外炊飯に

向けて、新聞紙を使った食器作りを行うなど、防災教

育にも取り組みました。 

２日目は、相手の意見を尊重しつつ、自己の意見も主

張する「アサーション」の研修を行いました。そして、

班ごとに行った野外炊飯でそのことを実践し、全班が

スムーズにおいしいカレーを完成させることができま

した。夜には校歌発表会を行い、全員が力強く、大きな

声で校歌を歌っていました。 

最終日は、施設の清掃や研修全体の振り返りを行いました。３日間の研修を経て、新しい集団づくりや、今

後の生活で必要となる豊かな感性を磨くことができました。 

４月 30 日（火）に生徒総会が開かれました。 

執行部と各委員会から活動方針が示された後、各

クラスから質問や意見が数多く寄せられました。全

校生徒で考えたそれらの声は、よりよい浦河高校を

創り上げていくべく生徒会の活動内容にも反映さ

れ、有意義な総会となりました。 



「浦高だより」カラー版は、浦河高校ホームページでご覧いただけます。（http://www.urakawa.hokkaido-c.ed.jp/） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外部講師を招くなどして、生徒のキャリア観の育成や交通安全教育を行っています 

４月 15 日（月）に、キャリアセミナーを実施し

ました。 

これは、多様な職種の講師からご講演いただき、

生徒のキャリア観の醸成を図ることを目的として

毎年行われているものです。今年度は、日本航空の

關口 珠子様を講師にお迎えしました。關口様は、

本校の卒業生でもあり、現在は JAL ふるさとアン

バサダーとしての活動もされています。講演では、

浦高生時代の取組や進路決定に至る流れ、働く上で

意識していることなどをお話しいただきました。 

卒業生からの話ということもあり、生徒たちも自

己の進路目標と重ね合わせながら、熱心に話を聞い

ていました。 

５月７日（火）に交通安全講話を実施しました。 

浦河警察署から講師お二人をお招きして、ネット

リテラシーや薬物乱用防止、交通マナーについて、

動画を交えながらお話しいただきました。 

特に交通マナーに関する講演では、昨年道路交通

法の改正によって高校生も使用可能となった電動

キックボードのルール等について、詳しい説明がな

されました。 

質疑応答では、ネットによるトラブルの詳細や、

交通安全に関する知識等を尋ねる質問が出され、自

他の身を守る意識を高めることができました。 

４月 25日（木）に、授業参観

と PTA総会を開催しました。 

総会では、新役員の選出や今

年度の予算、活動内容について

確認されました。 

今後とも、保護者の皆様の力

強いご支援、ご協力の下、浦河

高校の教育活動を推進して参り

ます。 

４月から進学講習が開講されています。 

総合型・推薦型入試による進学者が多い一方、一般入

試においても国公立大学等への進学を果たす生徒がい

る本校では、一般入試にも耐えうる学力の伸長を目指

し、毎週月曜日に講習会を実施しています。 

３年Ｃ組の若生美穂さんは、「希望進路の実現に向

け、予習・復習に力を入れて取り組んでいます。講習で

わからなかった問題は、先生に聞きに行って理解を深

めています。」と、話していました。 

また、放課後も自習室を活用して、熱心に学習に取り

組む姿が見られています。 

↑自習室の様子 

↑講習の様子 


